
  

 

第１４４９回 例会 ２０２２年 (令和４年) ３月２８日 

（水と衛生月間） 

 

前回（３月１４日）例会記録  

◇プログレス 片岡 清夫 副ＳＡＡ 

 

１．来客紹介  岡本 真太郎 親睦委員長 

 ゲスト:０名 地区外：０名 地区内：１名 合計: １名  

   

２．会長の時間  宮原  彰 会長         

 

皆さんこんにちは。 

先週の例会で「生物の進化におけるウイルスの役割」を研究の東京理科大学大学院の 

武村教授のヒトとウイルスの関係について、ご紹介いたしました。 

① ウイルスはどう生き延びてきたか 

② ヒトにとってよいウイルスはいるのか  

③ 新型コロナの収束の時期は 

その中で武村教授はこれまでのウイルス学は過去の歴史から感染症をもたらす悪者として、 

医学的な見地から研究されてきた。今後は医学的な目線ではない、ウイルス学が必要になる。 

本日のプログラム                       （本日のプログレス 片岡 清夫 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「ロータリー賛歌」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ 卓 話  「大阪自殺防止センターの活動について」  

      国際ビフレンダーズ 大阪自殺防止センター 理事長 北條 達人様 

○ 次年度理事会 ３１階 「カトレア」 １３：４０～１４:４０ 

・春の風 

・花 

・春の唄 



 

 

その武村教授の研究の、「あらゆる視点でウイルスを捉まえる」[NEOウイルス学]をご紹介いたします。 

１， 従来のウイルス学 ⇒ 病原体のウイルスだけを研究 

２， NEOウイルス学  ⇒ ウイルスの多様な役割を追求 

生物の進化、海のウイルス学 新種の探索 生態系 医療医薬 

現在世界で 4億人以上が感染している、新型コロナウイルスの流行がやみません。 

しかし、実際は人類に病気を起すのはごく一部で、体に入って進化を助たり、生態系を維持したりする種類も多い。 

ウイルスの奥深さに魅了され、病原体以外の「善玉」の研究を行っているのが「NEOウイルス学」 

細胞を持って自ら繁殖する人類や細菌などを「生物」、細胞を持たず他者に寄生するウイルスを「物質」 

どちらにも、区別出来ない細菌並の大きさの「巨大ウイルス」がいる。 

東京理科大学の武村教授の研究室のチームでこれまで見つけたのは世界トップクラスの約３０種類。 

ウイルスはラテン語で「毒」を意味する。     

従来のウイルス学は病気を起す一部のウイルスのみを研究していた。 

一方有志が立ち上げた「NEOウイルス学」は病気を起こさない、多くのウイルスにも研究対象を広げる。 

コップ一杯の海水には数十億～数百億個のウイルスがいる、その正体を追うのが、高知大学の 

長崎慶三教授「赤潮を起す微生物の藻類に感染するウイルスを１９９４年に世界で初めて発見された 

北海道大学の松野啓太講師は２０２１年９月にマダニが媒介する「エゾウイルス」を発見。 

マダニに刺されると感染した数日から約２週間後に発熱や筋肉痛の症状が出る。 

「人間に病気を起すウイルスを日本で見つけたのは数十年ぶりで北海道のマダニからウイルスの遺伝子が、野生動物から 

抗体が見つかっており、北海道に感染・定着している」と警鐘を鳴らす。ウイルスが見つかったのは１０世紀末で、 

詳しい形がわかったのが１９６０年代とされる。細菌などの微生物と比べても研究の歴史は浅いため、既知のウイルスは 

氷山の一角に過ぎない。今後も有志達が常識を覆す新種を発見し続けるだろう。  

以上、ウイルスの起原を調べて見ました。 

ありがとうございました。 

 

３．委員会報告 

◎ 社会奉仕委員会 中嶋 啓至 委員長 

日本赤十字社より、献血の協力依頼がありました。 

コロナの影響ももちろんそうですが、寒い時期は献血される方が激減します。 

皆様のご協力をよろしくお願いします。 

3月18日（金）10時から11時30分、12時時30分、16時30分、船場センタービル10号館にて、 

献血を行います。混雑を避けるため、可能な限り事前の予約をお願いします。 

予約は前の12時まで（    ０１２０-３２-６７５９） 

・大阪船場ロータリークラブ（関係者） ・会場名と場所 ・予約希望時間 以上、３点をお伝えください。 

 

４．ニコニコ報告  澤田 宗久 親睦委員 

藤井 会員・・・・本日卓話です。宜しくお願いします。 

坂本、中嶋、俣野、岡野、沖、清水、宮原、新川、原山、小島、片岡、井澤、岩崎、塩尻、天野、澤田、竹内、篠藤、 

山川、林、洪、岡本（茂）、野田、甚田、北野、中村、伊藤、岡本（真）、中西、 

各会員・・・・２０２２オリンピック・パラリンピック無事終了 

 



 

５．出席報告 片岡 清夫  副ＳＡＡ 

会員総数 ３８名 出席率計算会員数 ３６名 出席会員数 ３２名（内ZOOM０名参加） 出席率 ８９％ 

第１４４６回（２月２１日） 修正出席率 ９７％ 

 

６．卓  話  「コロナ禍の状況と、今後の関西観光の展望」  藤井 宏明 会員 

 

 2020年 2月に国内で発見された「新型コロナウィルス」により、２年を経過した今も次々に 

襲う感染の波によって「観光・宿泊業」への影響は甚大なものとなっています。コロナ前と 

比較して、訪日外国人客は 3200万人から一気に 410万人（2020年）、2021年には僅か 

40万人と激減しました。また日本人の国内旅行もコロナの影響を受け、約半数になり 

宿泊施設の稼働率は、全国平均でコロナ前と比較し半減しました。 

訪日外国人のコロナ前の状況に回復する見込みは、2023年～2024年中と予測される中、 

当面は、日本人観光客に宿泊・観光施設の利用を促していく他ありません。 

平和産業であり、また経済状況の影響を受けやすい観光・旅行業において、新型コロナと併せて、ウクライナ情勢が 

大変危惧されるところです。 

今現在はそのような状況ですが、少し先には明るい話題が多くあります。 

大阪を中心とする関西圏では、2025年の「大阪・関西万博」をはじめ IRの誘致など、様々な大規模プロジェクトが 

計画され進行しています。 

京都・奈良を含め歴史的な文化や世界第一級の観光地を抱える関西圏は観光地として高いポテンシャルを持ち、 

新しい街や国際MICE都市としても今後が期待されます。 

アフターコロナに向けて、観光・旅行・宿泊業界がどのようなニューノーマルを実現していくかが課題です。 

中長期的には期待が大きいものがありますが、会員の皆様にお願いしたい事は、今現在特に都市部のホテルが 

大変苦しい状況が続いています。 

是非、お近くの都市部のホテルをご利用いただき新たな発見や、寛ぎを感じて頂きたいと思います。 

卓話という貴重な機会を与えていただき感謝申し上げます。 

 

     

                    ★４月例会予定★ 

 日  司会 プログラム 歌 その他 
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・母子の健康月間 

 

・4/9地区研修セミナー 

・4/23ロータリーデー 

（ZOOM配信） 

・4/18歴代会長会 

・4/25情報集会 

・4/27親睦ゴルフ 

 

俣野                                                                        次年度会長方針： 

沖会長エレクト 

「君が代」 

「四つのテスト」 

お誕生日お祝い 

理事会 ３１階「カトレア」１３：４０～１４：４０ 

お食事：洋食 

 

18 

 

 

俣野                

                              

フォーラム： 

社会奉仕委員会 

     

「船場ソング」 フォーラム～１４：００ 

お食事：軽食 

25 

 

俣野            体験例会 

 

「ロータリー賛歌」 

 

懇談会３１階「カトレア」１３：４０～１４：４０ 

お食事：和食 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                             

 

 

 

 

 

 

３月度理事会報告 

２０２２年３月１４日（月） 於：ホテル日航大阪 １３：３０～１４：３０ 

（議 案） 

【承認事項】 

１．２月度会計報告→承認 

2. ウクライナ危機緊急人道支援金協力について→個人預金から 1人２，０００円を拠出 

3．IMロータリーデー登録料→２，０００円×３８名=７６，０００円 

４．次年度以降のホテル会場について→次回28日の例会で、中村副会長から委員会報告として説明   

日航ホテルからの資料を会員秘として配布   

 

【報告・討議事項】 

  1. 22-23年度地区補助金申請について→建築資材を提供する方向で進める 総額120万程度 

  2. 合同情報集会4/25（月）開催 →日航ホテル １８時開始 

3. 入会申込書フォーム変更について→項目により記載を任意とする 

4. ＩＭ第５組共同奉仕事業について→留学生夕食支援事業を進める 

    5. 心斎橋ＲＣ他との共同事業について→青パト事業を検討する 

 


